
５－３① 

子供が学校感染症にかかったら 

★お子さんが、医療機関で学校感染症と診断された場合 

※「学校感染症と出席停止の基準」参照 

１．学校（担任）に連絡 

学校感染症は、『出席停止』扱いとなります。学校には登校せず、自宅で療養してください。 

（欠席扱いにはなりません）     

 

２．医師の指示に従い、療養 

   学校保健安全法では、感染症によって出席停止の基準が違います。 

特に、インフルエンザは『発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日（幼児にあっては３日） 

を経過するまで』がインフルエンザの出席停止期間となっています。 

ただし、医師の診断で感染のおそれがないと判断したときは、この限りではありません。 

下表の「インフルエンザの出席停止期間について」を参考にしてください。 

 

【重要】令和２年度（2020年）から変更 

  ３．病気が治って登校するときは、医師が記入する「意見書」または、 

保護者が記入する「登校・登園届」のどちらか１つ必要 

  「意見書」「登園・登校届」は日光市内の医師会に加入している医療機関にあります。 

意見書は、再登校が可能と診断された際に、医師から渡されることになっています。医療機関

に用紙が無い場合は、学校にも置いてあります。日光市 HPや今二ナビからも様式をダウンロー

ドすることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 5月 8日から 

新型コロナウイルス感染症の対応が変わりました 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


